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1.1 濁⽔監視（下流河川）
１.環境モニタリング調査計画

濁度計の設置状況整理

区間 地点 設置時期 オンライン 備考

分派堰上流 飯島堰堤 既設 ○ R1.10出水で流出⇒復旧予定

分派堰 既設 ○ R1.10出水で被災⇒復旧予定

BT主副ゲート間 令和２年度設置予定 ○ SS計

高遠ダム
上流

BT吐口 既設 ○ R1.10出水で被災⇒復旧予定

高遠ダム 令和元年度設置

三峰川下流 天女橋 令和元年度設置 R1.10出水で括り付けた量水標（H鋼）ごと流出⇒
復旧予定

三峰川橋 － ○ H30.7出水で流出⇒当面復旧予定なし

竜東橋 令和元年度設置 R1.10出水で埋没⇒復旧予定

天竜川 平成大橋 令和元年度設置

殿島橋 令和元年度設置 R1.10出水でワイヤが引き出されて上方に移動。
保護管内に泥が溜まっていた。
用水からの落水により、低減時には本川とは異な
る濁度を計測している。
⇒下流に移設予定

大久保橋 令和元年度設置 R1.10出水でワイヤが引き出されて上方に移動⇒
復旧予定

濁度計・SS計の状況

1

・ダム下流の三峰川の濁水を監視するため、令和元年出水期前に濁度計を新設したが、令和元年
10月出水によりいくつかの濁度計が被災し、データが得られなかった。一部設置位置を見直
して、復旧するとともに、新たにSS計を1基新設する予定。



1.2 調査内容の変更

・費用と効率性の観点から底生動物の調査数量を精査した。
・洪水期は9/30までであるため、出水前調査として位置づけられている6～10月の定期調査は9月

までとする。
・付着藻類については、各礫から採取したサンプルをひとまとめにせずに、それぞれを1検体と

し、水深、流速等の物理環境を計測し、付着藻類の現存量との関係を見る。
・底生動物については、調査回および調査地点によっては3コドラートから採取したものをひと

まとめにして1検体とする（詳細は次頁）。

項目 調査地点 調査時期 調査頻度 調査手法 備考

付着藻類 三峰川
・St.1
（10.0k付近）
・St.2
（7.6k付近）
・St.2’
（3.6k付近）

天竜川
・St.C
（平成大橋）
・St.3
（北の城橋）
・St.4
（大久保橋）

6月上旬～910月 1回/月 コドラート法による試料採取
分析項目：種構成、Chl-a量、
フェオフィチン量、有機物・
無機物量
計測項目：水温、水深、流速、
濁度、透視度

・3つの礫から採取し、ひとま
とめにせず3検体とする。ただ
し種構成は1検体にまとめる。
・水深、流速は各礫で計測し、
水温、濁度、透視度は調査地
点毎で計測する

出水直後
出水一週間後
出水二週間後
出水一ヶ月後

出水後4回

底生動物 1月定期 1回 現地採取（定量採取）
※水国調査方法に準拠
分析項目：種構成、湿重量
集計：生活型分類・摂食機能
型分類

・調査回、調査地点によって3
コドラートをひとつにまとめ
るか、別々の検体とするか区
別する（詳細は次頁）

6月上旬～910月 1回/月

出水直後
出水二週間後
出水一ヶ月後

出水後3回

魚類 6月上旬～910月 1回/月 現地採取（投網等）
※水国調査方法に準拠
分析項目（現地）：種構成、
体長

－出水直後
出水二週間後
出水一ヶ月後

出水後3回

生物モニタリング調査計画の見直し結果

１.環境モニタリング調査計画
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※赤字は昨年度からの変更点



1.2調査内容の変更
■付着藻類
・原則3検体とするが、種細胞数については1検体にまとめる。
■底生動物
・河川水辺の国勢調査マニュアルでは検体をまとめずに検体毎に分析することになっているが、本モニタリン

グ調査では、費用と効率性の観点から調査回および調査地点によって３検体をまとめて１検体として分析
する時とまとめずに３検体で分析する時に区分する。

・種構成が安定し、長期的な変化を見ることのできる1月定期調査は全地点3検体とする。
・事前調査の位置付けとなる6月調査は、全地点３検体とする。
・種構成が比較的不安定で、種によって回復のスピードが顕著になると思われる出水二週間後は、コドラート

毎のバラツキを確認するために3検体とする。
・三峰川を代表し、将来的にも水国により長期的に調査を継続できるSt.2’についてはすべての調査回で3検

体とする。
・その他の調査時は３検体を１まとめにして１検体として分析する。
・予定していた10月の定期調査は非洪水期となるため実施しない。ただし、9月に出水後調査が無い場合は、

10月の定期調査を実施する。

地点 定期 出水後 定期 備考

6月 7月 8月 9月 10月 直後 二週間後 一ヶ月後 1月

St.1 3 1 1 1 - 1 3 1 3 水国

St.2 3 1 1 1 - 1 3 1 3

St.2’ 3 3 3 3 - 3 3 3 3 水国

St.C 3 1 1 1 - 1 3 1 3

St.3 3 1 1 1 - 1 3 1 3 水国

St.4 3 1 1 1 - 1 3 1 3

底生動物調査の検体数

※水国：河川水辺の国勢調査地点とほぼ同じ箇所で調査を実施している。

１.環境モニタリング調査計画
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モニタリング調査計画（令和２年度実施予定）

1.3 モニタリング調査計画
１.環境モニタリング調査計画
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1.3 モニタリング調査計画

天女橋

御行馬橋

分派堰

⿊川
三峰川

貯砂ダム

飯島堰堤

美和湖

⾼遠湖

大明神橋

高遠ダム

三峰川橋三峰川竜東橋
平成大橋

春近大橋

殿島橋

大久保堰堤

大久保橋

新
⼭
川

天
⻯
川

藤
沢
川

⼭
室
川

弁財天橋

春近発電所放流水

常盤橋

1.0k

9.0k

5.0k

凡 例

【物理環境の調査項目】
河道形状（測量・航空写真）

● 河床材料（容積サンプリング法）
○ 河床材料（面積格子法）

【水環境の調査項目】
● 濁度・水温連続観測（濁度計）
● 濁度・水温連続観測（SS計）

オンライン

▲ 水質（SS、粒径、DO、 NH4-N ）
◇ 底質（粒度組成・健康項目、）

【生物環境の調査項目】
● 生物相（付着藻類､底生動物､魚類）

魚類忌避状況
植生分布

令和２年度調査実施地点

三峰川バイパス
美和発電所放⽔路
春近発電所放⽔路

St.C

St.3

St.4

環境モニタリング調査地点

鷹岩

杉島

美和ダム
新山川

3.0k St.2’
7.0k St.2

St.1

美和ダム

ゲート放流
発電放⽔路

BT吐⼝
⼤明神橋常盤橋

１.環境モニタリング調査計画
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